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学 会 記 事

第 9 回新潟急性腎不全治療研究会

日 時 平 成 1 4 咋 1 0 月 2 4 日 （ 木 ）

会 場 有壬記念館

一 般 演 題

1 急性腎不全を呈した マ イ コ プラズ マ 肺炎に伴

う急性糸球体腎炎の 一 例

山 崎 肇 ・ 田 沼 厚 人 ・ 遠 藤 禎 郎

関 口 珠 美 ・ 佐 伯 敬 子 ・ 宮 村 祥 二

上 野 光 博 * ・ 西 慎 一 * ・

正 条 文 武 *

長岡赤十字病院内科

新潟大学大学院腎膠原病内科学分野*
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内増殖性胃炎と 尿細管問質件 胃炎の 所見で あ っ
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ア ンジオ テ ン シ ン ロ受容体桔抗薬を開始 して 経過

観察を行 い ,
現在 2 4 時間 ク レ ア チ ニ ン ク リ ア ラ
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マ イ コ プラ ズ マ 肺炎彼の 急性糸球体胃炎,
急性

腎不全の報告は まれで あ り, 文献的考察と併 せ て

報告する .

2 急性腎不全となり血液浄化療法を必要とした

溶連菌感染後糸球体腎炎の女児の一例一

例

村 上 修 一 ・ 森 岡 良 夫 ・ 上 野 光 博

西 慎 一 ・ 下 条 文 武 ・ 田 中 真 美 子

鈴木俊明 *・大久保総一郎 *

内山 聖
*

新i
′

,

,
F

i 大
/:7- 大学院 矧1岩城坑内朴

t

{
7

'

:
'

7]
t

野

同 小兜j:-
:

F
'

芋
′ /
J)
t

野
*

症例は 8 歳の 女児.
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施行. 高度の 管内増殖牲糸球体胃炎と急什尿細管
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3 頭蓋咽頭腫手術歴の ある急性腎不全の 1 例
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症例は 6 5 才女件 . S 5 3 咋, 娘蓋咽頭腫の 手術 .

s 5 4
'
,F , 下垂体前柴 ホ ル モ ン の 補充療法を開始 .

5 5 年腫癌の 再発で B L M の 局注治療. S 5 6 咋に 再

手術
,
術後 C o 6 0 照射療法施行. S 5 7 咋
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射線障害 に よる と考えられ た墳
/)ヒ組織が 山現 し摘

札 H 4 牛に は ,
食欲 不振と性怠填 で 脳外科に 入

院. 腎障害 と高 N a 血,I;7
1:A
. あり ,
輸液

,
副腎妓負およ

び甲状腺ホ ル モ ン補充で軽快 し た. H 1 2 年
,
惟秘

に よる腸閉塞で 内科に 入院.
こ の 時
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